
学校番号 １００２ 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 
世界史Ｂ 

（世界史Ｂ－１） 
単位数 ２単位 年次 ２・３年次 

使用教科書 高校世界史 改訂版（山川出版）  

副教材等 
明解世界史図説エスカリエ 十二訂版（帝国書院）（３年） 

明解世界史図説エスカリエ 十三訂版（帝国書院）（２年） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・現代社会の事象と歴史的事象との連続性・共通する普遍性を理解しようとする姿勢が必要。 

・歴史的事象をそれ単体で理解するのではなく、時間的・空間的視野も含めて理解・考察できるよ

うにする。 

・歴史的事象の背景について考えることができるようにする。 

・教科書・副教材を中心に、図像や表・グラフ・映像からの情報抽出、それを用いた考察・グルー

プワークなどを通じて歴史的事象を適切に他者に説明できるようにする。 

 

２ 学習の到達目標 

・各資料を通じて歴史的思考力を養い、歴史的観点から考察、適切に他者に説明できる。 

・世界史と日本史及び地理的条件のつながりを理解する。 

・文化の多様性・複合性と現代世界の特質を広い視野から考察する。 

・先史時代から１４世紀ごろまでの世界に関する知識・理解を深める。 

・国際社会に主体的に生きる人物としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

世界の歴史の大きな

枠組みと展開に対す

る関心と課題意識を

高め、歴史的事象に対

して自ら調査するこ

とで、積極的に対象に

取り組んでいく。 

諸資料に基づいて、歴

史における文化の多

様性・複合性と現代世

界の特質を多様な視

野から考察し、歴史的

思考力を養うと同時

に、その過程及び結果

を適切に表現してい

る。 

課題に対して適切に

諸資料を収集し、抽

出した有用な情報

を、図・表・グラフ・

地図・文章など適当

な形式で表現してい

る。 

世界の歴史の大きな

枠組みと展開を諸資

料に基づき地理的条

件や日本の歴史と関

連付けながら理解

し、その知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

グループワーク 

自己評価 

観察 

ワークシート 

レポート 

グループワーク 

観察 

ワークシート 

レポート 

グループワーク 

確認テスト 

定期考査 

グループワーク 

確認テスト 

定期考査 

 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

月 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１０ 

世
界
史
への
扉 

・日本の歴史と世界の歴史の

つながり 

・日常生活にみる世界の歴史 

・先史時代 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

a:世界史と現代社会及び日本

史とのつながりを積極的に

見出そうとする。 

b:自然環境と人類のかかわり

を中心に先史時代について、

多様な視点から考察し、その

過程及び結果を適切に表現

している。 

c:自然環境と人類のかかわり

を中心に先史時代について、

適切に諸資料を収集し、抽出

した有用な情報を、図・表・

グラフ・地図・文章など適当

な形式で表現している。 

d:設定された主題について、世

界の歴史の大きな枠組みと

展開を諸資料に基づき地理

的条件や日本の歴史と関連

付けながら理解し、その知識

を身に付けている。 

ワークシート 

レポート 

グループワ

ーク 

自己評価 

観察 

確認テスト 



１０ 

西
ア
ジ
ア
世
界
・地
中
海
世
界 

・古代オリエント世界 

・ギリシア世界 

・ローマ世界 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

a:西アジアと地中海世界の形

成過程について関心を高め、

積極的に対象に取り組んで

いく。 

b:大きな地域世界としてのロ

ーマの興亡とその背景及び

歴史的影響について、多様な

視点から考察し、その過程及

び結果を適切に表現してい

る。 

c: ローマ世界に関して設定さ

れた主題について、適切に諸

資料を収集し、抽出した有用

な情報を、図・表・グラフ・

地図・文章など適当な形式で

表現している。 

d: 西アジアと地中海世界の形

成過程について理解し、その

知識を身に付けている。 

ワークシート 

レポート 

グループワ

ーク 

自己評価 

観察 

確認テスト 

１１ 

南
ア
ジ
ア
世
界
・東
南
ア
ジ
ア
世
界 

・インドの古典文明 

・東南アジアの諸文明 

・アメリカ文明 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

a:南アジア世界と東南アジア

世界の形成過程について関

心を高め、積極的に対象に取

り組んでいく。 

b:インド文明の興亡とその背

景及び大きな地域世界とし

て周辺に与えた影響につい

て、多様な視点から考察し、

その過程及び結果を適切に

表現している。 

c: インド文明に関して設定さ

れた主題について、適切に諸

資料を収集し、抽出した有用

な情報を、図・表・グラフ・

地図・文章など適当な形式で

表現している。 

d:南アジア世界と東南アジア

世界の形成過程について理

解し、その知識を身に付けて

いる。 

ワークシート 

レポート 

グループワ

ーク 

自己評価 

観察 

確認テスト 



１１ 

東
ア
ジ
ア
世
界
・内
陸
ア
ジ
ア
世
界 

・中国の古典文明 

・南北アメリカ文明 

・草原の遊牧民とオアシスの

定住民 

・北方民族の活動と中国の分

裂 

・東アジア文化圏の形成 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a:日本を含む東アジア世界と

内陸アジア世界の形成過程

について関心を高め、積極的

に対象に取り組んでいく。 

b:中国の興亡とその背景及び

日本を含む周辺地域に与え

た影響について、多様な視点

から考察し、その過程及び結

果を適切に表現している。 

c: 中国と東アジア文化圏に関

して設定された主題につい

て、適切に諸資料を収集し、

抽出した有用な情報を、図・

表・グラフ・地図・文章など

適当な形式で表現している。 

d:日本を含む東アジア世界と

内陸アジア世界の形成過程

について理解し、その知識を

身に付けている。 

ワークシート 

レポート 

グループワ

ーク 

自己評価 

観察 

定期考査 

１１ 

時
間
軸
か
ら
み
る
諸
地
域
世
界 

・古代国家と宗教 ○ ○ ○ ○ a: 世界史の時間的なつながり

について関心を高め、積極的

に対象に取り組んでいく。 

b: 古代国家と宗教について、

多様な視点から考察し、その

過程及び結果を適切に表現

している。 

c: 古代国家と宗教について、

適切に諸資料を収集し、抽出

した有用な情報を、図・表・

グラフ・地図・文章など適当

な形式で表現している。 

d:世界史の時間的なつながりに

ついて理解し、その知識を身

に付けている。 

ワークシート 

グループワ

ーク 

自己評価 

観察 

 



１２ 

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
拡
大
と
形
成 

・イスラーム帝国の成立 

・イスラーム世界の発展 

・イスラーム化の進展 

・イスラーム文明の発展 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

a:イスラーム世界の形成と拡

大の過程について関心を高

め、積極的に対象に取り組ん

でいく。 

b:イスラーム世界の拡大とそ

の背景及び交流や地域世界

の形成・再編などの影響につ

いて、多様な視点から考察

し、その過程及び結果を適切

に表現している。 

c: イスラーム世界の拡大とそ

の背景及び交流や地域世界

の形成・再編などの影響につ

いて、適切に諸資料を収集

し、抽出した有用な情報を、

図・表・グラフ・地図・文章

など適当な形式で表現して

いる。 

d:イスラーム世界の形成と拡

大の過程について理解し、そ

の知識を身に付けている。 

ワークシート 

レポート 

グループワ

ーク 

自己評価 

観察 

確認テスト 

１ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成
と
展
開 

 

・西ヨーロッパ世界の成立 

・東ヨーロッパ世界の成立 

・西ヨーロッパ中世世界の変   

 容 

・西ヨーロッパの中世文化 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

a:キリスト教とヨーロッパ世

界の形成と展開の過程につ

いて関心を高め、積極的に対

象に取り組んでいく。 

b:中世ヨーロッパ世界の成立

と変容について、その背景及

び影響を、多様な視点から考

察し、その過程及び結果を適

切に表現している。 

c: 中世ヨーロッパ世界の成立

と変容について、適切に諸資

料を収集し、抽出した有用な

情報を、図・表・グラフ・地

図・文章など適当な形式で表

現している。 

d:キリスト教とヨーロッパ世

界の形成と展開の家庭につ

いて理解し、その知識を身に

付けている。 

ワークシート 

レポート 

グループワ

ーク 

自己評価 

観察 

確認テスト 



２ 

内
陸
ア
ジ
ア
の
動
向
と
諸
地
域
世
界 

・トルコ化とイスラーム化の進

展 

・東アジア諸地域の自立化 

・モンゴルの大帝国 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:内陸アジア諸民族が諸地域

世界の交流と再編に果たし

た役割について関心を高め、

積極的に対象に取り組んで

いく。 

b:モンゴル帝国が果たした交

流の活発化・地域世界の再編

について、多様な視点から考

察し、その過程及び結果を適

切に表現している。 

c: モンゴル帝国が果たした交

流の活発化・地域世界の再編

について、適切に諸資料を収

集し、抽出した有用な情報

を、図・表・グラフ・地図・

文章など適当な形式で表現

している。 

d: 内陸アジア諸民族が諸地域

世界の交流と再編に果たし

た役割について理解し、その

知識を身に付けている。ま

た、同時代の他地域における

出来事と関連づけて諸地域

間の交流を理解することが

できる。 

ワークシート 

レポート 

グループワ

ーク 

自己評価 

観察 

定期考査 

２ 

・ 

３ 

空
間
軸
か
ら
み
る
諸
地
域
世
界 

・空間軸からみる諸地域世界 ○ ○ ○ ○ a: 空間軸からみる諸地域世界

について関心を高め、積極的

に対象に取り組んでいく。 

b: １１世紀の地域世界形成に

ついて、多様な視点から考察

し、その過程及び結果を適切

に表現している。 

c: １１世紀の地域世界の形成

について、適切に諸資料を収

集し、抽出した有用な情報

を、図・表・グラフ・地図・

文章など適当な形式で表現

している。 

d:空間軸からみる諸地域世界に

ついて理解し、その知識を身

に付けている。 

ワークシート 

グループワ

ーク 

自己評価 

観察 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 



 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


